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千葉大学における学生主体の環境マネジメントシステム
の 10 年間の成果
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1 ．千葉大学の概要1 と ISO 取得経緯
　千葉大学は 1949 年に発足し、2004 年の法人化を経て、現在は学生数約
15,000 人、教員数約 2,900 人の国内有数の総合大学である。学部は 9 学部（文、
教育、法政経、理、医、薬、看護、工、園芸）、大学院は 11（教育学研究科、
理学研究科、看護学研究科、工学研究科、園芸学研究科、人文社会科学研究
科、融合科学研究科、医学研究院、薬学研究院、医学薬学府、専門法務研究科）、
その他には、附属病院、研究センター、附属幼稚園、小中学校、養護学校など
がある。主要キャンパスは 4 つあり、本部は西千葉キャンパスで、文、教育、
法政経、理、工の各学部と研究科、附属学校が所在している。亥鼻キャンパス
には医、薬、看護学部と研究科、附属病院がある。松戸キャンパスには、園芸
学部と研究科、柏の葉キャンパスにも園芸学研究科と環境健康フィールド科学
センター、植物工場などがある。このような理系と文系が存在する大規模な総
合大学として ISO14001 を取得することは、当時はまだ珍しいことであった。
　千葉大学で ISO14001 取得に乗り出したきっかけとして、2002 年 11 月に
国立大学の法人化が閣議決定されたことをうけ、2004 年度の法人化に向けて、
経費の削減が急務となったことがあげられる2。また、1998 年に環境庁から法
経学部に転職した倉阪秀史助教授（当時）が、2002 年に千葉大学で環境シン
1 千葉大学学部入試課「千葉大学案内 2014 ⊖ 2015」を参照
2 千葉大学環境 ISO 事務局（2009）『千葉大学方式 2002 ⊖ 2008　学生主体の環境マ
ネジメントシステムその構築と運用』、26 ページ
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ポジウムを開催するなどの働きかけにより、大学内で ISO14001 取得の議論
が本格化した。そして、2003 年 10 月 27 日に学長による ISO 取得のキックオ
フ宣言が行われた。その際、千葉大学が ISO を取得する意義として、4 つ掲
げられた3。
　　①大規模事業者として環境負荷低減の社会的責任を果たすこと
　　②公的教育機関として率先して環境管理に取り組むこと
　　③ 学生主体で ISO を取得するという、過去に類を見ない環境管理システ
ムの導入の取り組みをすることで、千葉大学の先進性を社会に見せること
　　④光熱水費、廃棄物処理費の削減により経費の有効利用をはかること
　この 3 つ目に「学生主体」というキーワードを入れたことが千葉大学の特徴
であり、キックオフ宣言の 2 週間ほど前の 10 月 10 日に、倉阪秀史助教授の
ゼミの学生が呼びかけを行い、40 名ほどの「環境 ISO 学生委員会」が発足した。
委員会の組織づくりと並行して、目的・目標・実施計画の策定、環境マネジメ
ントマニュアルの作成、ステッカーやポスターづくり、内部監査計画、全教職
員と学生に対する基礎研修、環境報告書作成、外部審査準備など、環境マネジ
メントシステム（以下 EMS）のほぼすべて4 に学生が関与し、1 年 3 か月後の
2005 年 1 月 27 日に西千葉キャンパスで ISO14001 を取得した。さらに同年
12 月には松戸キャンパスと柏の葉キャンパスに、2007 年には亥鼻キャンパス
（附属病院除く）に、それぞれ適用範囲を拡大し、現在も主要 4 キャンパスの
すべてで ISO14001 に適合する EMS を運用している。そして、2013 年 12 月
には経済産業省の支援を受け、EMS にエネルギーマネジメントシステム（以
下 EnMS）を統合させる形で、全国の大学で初めてエネルギーマネジメント
の国際規格である ISO50001 を取得し、全キャンパスにおいて環境・エネルギー
マネジメントシステムを運用している。
3 千葉大学環境 ISO 事務局
http://kankyo-iso.chiba-u.jp/press/031027_kickoff.html　（2014 年 12 月 24 日）
4 法規制順守に関する部分については教職員のみで実施
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2 ．千葉大学の環境 ISO 学生委員会と学生主体の EMS5
　千葉大学の「学生主体の EMS」を支える柱が「環境 ISO 学生委員会」の存
在である。そして、「学生主体の EMS」と言い切れる大きな特徴が学生委員会
の「組織の位置づけ」と「業務内容」であり、これらを支える仕組みが「単位
化と資格認定制度」である。これらは千葉大学環境 ISO 事務局（2009）6 で＂千
葉大学方式＂として詳しく紹介されているが、ここでは最新の状況と合わせて
ポイントを紹介する。
　 1）組織の位置づけ：大学の一組織としての「環境 ISO学生委員会」
　千葉大学の環境 ISO 学生委員会（以下学生委員会）は、学生サークルでは
なく、大学の一組織として、大学の EMS 運営体制に組み込まれている（図
表 1参照）。大学の EMS 運営体制としては、まず、学長と理事で構成される
「最高経営層」の直下に運営組織の中核である、「環境管理責任者」と「環境
ISO 企画委員会」（以下企画委員会）がある。ここが、EMS 運用上の意思決
定機関となっている。その横の「環境 ISO 事務局」は施設環境部に属しており、
EMS の実務担当部局である。学生委員会は環境 ISO 事務局が行う業務を「実
習」という形で行うほか、企画委員会に対して、企画の提案や活動の報告を行
う。また、学生委員会の委員長はこの企画委員会の委員としても入っている。
　企画委員会の下にある各キャンパスの「環境 ISO 実行委員会」は、各キャ
ンパスにおいて意思決定を伝達する場である。「省エネリーダー会議」とは、
各部局のエネルギーパフォーマンスの改善のために設けられた部局の省エネ
リーダーが集まる会議である。その下の「ユニット」は環境管理を行うために
最も効率的とされる最少単位で、文系でいうと学科などで、理系は研究室など
を指し、各ユニットには必ずユニット環境責任者がいる。中核組織の横にある
5 千葉大学では ISO14001 に加えて ISO50001 の取得に伴い、EMS と EnMS の両
方を運用しているが、ここでは便宜上「EMS」に統一表記している（以下同様）。
6 千葉大学環境 ISO 事務局、前掲書
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「内部監査委員会」とは EMS の内部監査を行う組織。内部監査責任者は教員
が担当するが、内部監査員として学生委員会の内部監査部長と学生の内部監査
員も所属している。学生はこのほか、各地区の環境 ISO 実行委員会や省エネ
リーダー会議にも陪席をしている。
　 2）業務内容：EMSの根幹に関わる業務を学生が担当
　千葉大学の学生委員会は、EMS の根幹の PDCA サイクルにかかわる業務ま
でを、実務教育の一環として担当している（図表 2参照）。下記が PDCA サイ
クル内における学生の担当部分である。
① PLAN 部分
　・ 大学全体の「目的目標実施計画」の原案を学生が作成し、企画委員会に提
案する。
② DO 部分
　・ 立てた計画を実行する部隊として、主に、「普及啓発活動」「環境教育活動」
「構内美化活動」などを行う。活動の内容は例えば、ステッカーやポスター、
省エネイベントといった環境意識の向上のための活動、緑のカーテンや落
ち葉の堆肥化、キャンパス内の自転車や喫煙環境の整備、附属幼稚園や小
図表 1　千葉大学環境エネルギーマネジメント運営組織
（出典）千葉大学環境 ISO 事務局資料より著者作成
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中学校、近隣の小中学校への出張授業、植樹やコミュニティガーデンなど
地域社会と連携した活動など多岐にわたる。
　・ 毎年、年度初めのガイダンスや教授会において、全学生と教職員に対して、
EMS や環境意識に関する研修（基礎研修）を行っており、ここに学生が
出向いて講師を務めている。
③ CHECK 部分
　・ PLAN で計画したことが実施されているかの監視測定を行い、測定記録
を集める。
　・ 内部監査では、学生が内部監査計画書やチェックリスト、内部監査報告書
の原案を作り企画委員会に提案する。監査当日も教職員とチームになって、
監査員として全監査対象ユニットに監査に行く。
　・ 千葉大学全体における一年間の環境活動などをまとめた「環境報告書」を
制作する。編集長も学生が務め、学生たちが構成を考え、取材をし、執筆
し、デザインやディレクションまですべて行っている。
④ ACT 部分
　・ 環境マネジメントマニュアルの改訂などが必要になれば、学生が原案を書
き、企画委員会に提案する。
（出典）著者作成
図表 2　千葉大学環境ＩＳＯ学生委員会の業務内容
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⑤その他
　・ 取得時、更新時、サーベイランス時の外部審査に対して、大学として必要
な書類の準備を学生が行うほか、当日の審査に同行し、議事録を作成する。
　・ 外部から EMS に関する視察や取材があった場合も学生委員会が主に対応
している。
　 3）学生委員会の組織体制
　このような多岐にわたる業務を行っている組織を運営するのは容易なことで
はない。千葉大学の学生委員会は「西千葉・亥鼻地区」と「松戸・柏の葉地区」
の 2 つに分かれているが、基本的なシステムや組織構造は同じである。西千葉・
亥鼻地区学生委員会を例にとると、委員長の下に執行部、7 つの部と 2 つの担当、
部の下に 18 の班が存在し、前項の業務内容を担当に分かれて実施している（図
表 3参照）。
　「環境教育部」は主に附属小中学校の環境 ISO 委員会のチューター、附属幼
稚園への環境教育などを行い、「省エネ・省資源部」では光熱水量の削減やご
み削減に関する普及啓発活動を行い、「景観管理部」では落ち葉の堆肥化、緑
図表 3　2014 年度千葉大学西千葉・亥鼻地区環境 ISO 学
生委員会組織図
（出典）著者作成
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のカーテン、コミュニティガーデン、構内の自転車整備、喫煙環境に関する取
組みを行っている。「学内コミュニケーション部」では、大学祭のゴミ削減対
策、留学生交流、生協などの構内事業者との連携などを行っている。「情報部」
では学生委員会の広報や IT 環境の整備などを担当。「内部監査部」では内部
監査に必要な資料づくりや学生内部監査員の研修、当日のシフトづくりなどを
行い、「基礎研修担当」は年度初めのガイダンスにおける基礎研修の資料づく
りや、当日のシフトづくりを行う。「書記」は目的目標実施計画の策定や外部
審査の書類整備、外部審査の議事録担当シフトづくりなどを行う。「イベント
担当」はエコプロダクツやエコメッセなど、学外で開催される環境イベントへ
の出展を担当している。「企画部」は新入生歓迎時期の指揮をとったり、委員
会内部のコミュニケーション活性化を担当している。そして、学生委員会も大
学組織の中で一つのユニットとして存在しているため、「ユニット環境責任者」
が委員会環境の整備を行っている。
　会議体としては、週 1 回程度班会議を開催し、班ごとに活動内容の確認や
新企画の考案などを行っている。執行部会議も週 1 回開催し、各班の進捗状
況の確認を行っている。班長以上全員が集まる委員会総会は月 1 回開催し、各
班の活動報告と活動予定を共有したり、内部監査や外部審査の研修などを行っ
ている。
　 4）「学生主体のEMS」を支える単位化と資格認定制度
　千葉大学では EMS の構築と運用を「学生の実務教育の機会」と捉え、活動
を授業の単位とし、さらに資格の認定を行っている（図表 4参照）。
　まず 1 年次に全学部が受けられる一般教養科目で「環境マネジメントシス
テム実習Ⅰ」という授業を開講し、EMS の理解や仕事の進め方、模擬内部監
査などのノウハウの習得を行うとともに、上級生と一緒に班活動に参加したり、
イベントの手伝いを行ったりする。この実習Ⅰの受講者が全て学生委員会の委
員となる。2 年次の「環境マネジメントシステム実習Ⅱ」では、実習Ⅰ修得者
が班長となって複数の班員を牽引して様々な活動・業務を行うほか、EMS の
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根幹に関わる「基礎研修講師」「内部監査員」「外部審査の議事録作成」を担当
する。実習Ⅰと実習Ⅱの成績評価の仕方も独特である。実習Ⅰは講義への出席
と試験の点数に加え、班会議や日々の活動への参加状況が加味される。実習Ⅱ
は委員会総会への出席に加え、基礎研修講師や内部監査員、外部審査の議事録
作成への関わり状況が加味されるうえに、後輩への業務の引継ぎ文書が年度末
のレポートの代わりとなっているため、代々先輩から後輩へ業務内容が口頭だ
けでなく文書で確実に引継ぎされる仕組みになっている。
　3 年次は「環境マネジメントシステム実習Ⅲ」で、2 年間で培った知識や経
験を、外部の団体や自治体、企業の EMS 関連部署などで発揮する 5 日間のイ
ンターン科目を設置している。そして、実習Ⅲとは別に、3 年次まで執行部な
どで大学の EMS に貢献した学生は、3 年生の 12 月に「千葉大学環境エネルギー
マネジメント実務士」という学内資格を学長から認定授与される。これはエン
トリーシートに書くことができる資格となっている。
　2014 年 4 月に、実習Ⅰを履修した新入生に「なぜ学生委員会に入ろうと思っ
たのか」についてアンケート7 をとり、78 名から回答を得た（複数回答）ところ、
7 環境マネジメントシステム実習Ⅰ初回アンケート（2014 年 4 月 22 日実施）n=78、
アンケート項目は資料編①参照
図表 4　千葉大学EMSの単位化制度概念図
（出典）千葉大学環境 ISO 事務局資料
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「環境問題に興味があった」（68％）、「単位になるから」（63％）、「実務能力を
身につけたかった」（41％）、「NPO に興味があった」（21％）、「就活に使える
と思った」（19％）、「友達を増やしたかった」（15％）、「実務士の資格をとり
たかった」（14％）であった。環境への興味と単位取得の目的を理由に挙げる
人が多く、単位化が委員会の維持発展のために重要な制度であることがわかる。
　 5）学生委員会の 10 年間の歩み
　これまで現在の学生委員会の状況を紹介したが、2003 年の発足当初からこ
のような組織がつくられていたわけではない。前述したように、立ち上げ時は
有志の約 40 人から始まり、徐々に人数が増え、仕組みを整え、現在の形になっ
ている。10 年間の歩みを『千葉大学環境報告書』8 の 2004 年度～ 2014 年版を
参考に、学生委員会が携わった主な一部の活動や出来事について整理しておく
（図表 5参照）。
　2003 年に学生委員会が創設されてから数年の間は、学内における学生委員
会の認知度も低く、教職員に協力を得ることがスムーズにいかない場面もあっ
た。しかし、教職員向けに毎週メールマガジンを配信したり、年度初めに教職
員向け基礎研修での講師や内部監査で監査員として研究室等に赴くことが恒例
になってくるに従い、ISO の取り組みや学生委員会について知らないがゆえに
コミュニケーションが難しくなるということはなくなった。また、学生委員会
の活動が定着し、学外からの評価も増えてくると、「学生主体の ISO が千葉大
学の特色になっている」という声も聞かれるようになった。そして、「EMS が
学生の実務教育の場である」という認識により、「基本的には学生がやる、そ
のサポートを教職員が行う」という考えで学生と接する教職員が増えた。千葉
大学が学生主体の EMS を継続してきたからこそ定着した意識変化であった。
8 千葉大学施設環境部（環境 ISO 事務局）『千葉大学環境報告書』
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図表 5　学生委員会が携わった主な活動・出来事
年度 主な活動・出来事
2003 千葉大学環境 ISO 学生委員会発足
学長による ISO14001 取得キックオフ宣言
2004 環境マネジメントマニュアルの作成
初めての目的目標実施計画策定、基礎研修、内部監査、外部審査の実施
附属小中学校に環境 ISO 委員会発足
環境報告書発行（以後毎年発行）
西千葉地区 ISO14001 取得
2005 松戸・柏の葉地区環境 ISO 学生委員会発足
松戸・柏の葉地区 ISO14001 取得（適用範囲の拡大）
「環境マネジメントシステム実習Ⅰ」「実習Ⅱ」開始
「千葉大学環境マネジメント実務士」※1 資格認定開始
第 1 回省エネイベント開催（以後 10 年続き、現在も継続中）
2006 亥鼻地区環境 ISO 学生委員会発足（2013 年に西千葉地区と合併）
亥鼻地区（附属病院除く）ISO14001 取得（適用範囲の拡大）
生協におけるレジ袋有料化（1 枚 5 円）の本格導入
落ち葉堆肥の地域住民への頒布開始
コミュニティガーデンの開始
2007 初回の ISO14001 更新審査
全国環境 ISO 学生大会共催
ミックス古紙※2 回収システムの導入開始
「環境マネジメントシステム実習Ⅲ」開始
2008 標準化教室※3 の実施
学内における古本市（使わなくなった教科書・参考書の回収、再配布／販売）の開始
2009 学生委員会が NPO 法人格取得（理事長・理事全員が学生委員）
緑のカーテンの活動開始
エコプロダクツへの出展開始
2010 第 2 回の ISO14001 更新審査
最寄り駅周辺の放置自転車対策連絡協議会の設置
2011 東日本大震災を受けて節電ポスタープロジェクト
被災地支援活動（コミュニティガーデン、商店街緑化活動）の開始（現在も継続中）
太陽光発電によるイルミネーションイベント
2012 全国環境 ISO 学生大会主催
「地球温暖化対策緊急会議 in 千葉大学」開催
環境コンサルティング事業開始
2013 学生委員会 10 周年記念イベント開催
ISO50001 認証取得、第３回の ISO14001 更新審査
構内シェアサイクルの導入
2014 インカレごみ削減サークル「ちばくりん」発足
「サステイナブルキャンパス推進協議会年次大会」に参加
マイボルト普及啓発の実証実験（モデル事業）の実施
（出典）千葉大学環境報告書 2004 年度～ 2014 年版をもとに著者作成
（注）
※ 1　ISO50001 取得前までは「千葉大学環境マネジメント実務士」という名称であったが、ISO50001 取得後に「千
葉大学環境エネルギーマネジメント実務士」に変更された。
※ 2　ミックス古紙とは、資源として回収される古紙（例えば、新聞・雑誌・段ボール・紙パック）以外の、リサ
イクルが可能な ｢ 束ねられない紙ごみ ｣ の総称。分別して回収することで可燃ごみを削減することが可能。
※ 3　経済産業省と一般財団法人日本規格協会が助成金をだし、「身のまわりにある標準化」や「社会に役立つ標準」
などをテーマに、標準の役割や、その重要性などについて、楽しく理解することを目的とした出前授業。
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3 ．千葉大学の「学生主体の EMS」における 10 年間の成果
　千葉大学が学生主体で EMS を導入し、ISO を 10 年間運用してきた効果を
まとめると大きく 3 つある。1 つは省エネ省資源効果、2 つ目は大学に対する
対外的な評価、そして、3 つ目が学生への教育効果である。
　 1）省エネ省資源効果
　まず、省エネ省資源効果を考える際に、建物の床面積と大学構成員（教職員・
学生）の人数の変化を見ておく。床面積（ISO 適用範囲外の附属病院を除く）は、
2013 年度は ISO14001 取得前の 2004 年度と比較すると 19,921m2 増（106％）
となっており（図表 6参照）、大学構成員数（学部と病院の両方の所属の場合
があるため附属病院含む）は 2005 年度と比較すると 3,012 人増となっている
（図表 7参照）。
　2004 年度と 10 年後の 2013 年度のエネルギー消費量と廃棄物排出量を比
較してみる（附属病院地区を除く）と、エネルギーや資源の消費に直結す
る床面積と構成員数が増加しているにもかかわらず、総エネルギー投入量は
図表 6　床面積の推移（単位：m2）
（出典）千葉大学施設環境部データより著者作成
※詳細は資料編②参照
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38,247,109MJ 減少した。床面積当たりの原単位にすると、174MJ/m2 減となる。
図表 8にもあるように、光熱水量の中ではガス消費量を除くすべての項目に
おいて、量・原単位ともに減少している。ガスの使用に関しては、2013 年度
は猛暑の影響などでガス空調の使用量が増えたためと考えられる。また、廃棄
物においては産業廃棄物が建物の新設・改修などで増加しているが、一般廃棄
物は 771t も減少した。
　また、経年推移で見てみると、エネルギー総量については 2004 年度から 3
年間で急激に減少し、ISO 取得が省エネに対して直接的な効果があったこと
がわかる。その後、横ばい傾向が続き、2010 年度に猛暑の影響などもあり増
加したこともあったが、2011 年度に東日本大震災の影響で更なる省エネを徹
底し、ここ数年は床面積の増加に沿って若干の増加にとどめている傾向にあ
る。電気もおおむね同じような変化を辿っている。重油と水道水（県水・井水）、
下水、一般廃棄物に関しては 10 年を通して総量・原単位の両方でおおむね減
少傾向と言える（図表 9参照）。
　このように千葉大学の場合、ISO14001 を取得し、運用することは、大学に
とって光熱水量削減と、廃棄物削減の効果があることがわかる。特に、取得し
図表 7　構成員数の推移（単位：人）
（出典）千葉大学環境報告書より著者作成
※詳細は資料編③参照
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てから最初の 3 年間はどの数値も劇的に下がっており、取得前は年間光熱水
費が全キャンパスで 11 億円かかっていたものが、3 年間で約 1 億 4,000 万円
削減されるなど、効果が大きいことがわかった。
　なお、図表 10にあるように、EMS 導入前の 6 年間について、西千葉キャ
ンパスの電気とガスの使用量をみると増加傾向にあったことから、上記のエネ
ルギー消費量の削減が ISO14001 取得による効果であるということがいえる。
　 2）千葉大学への対外的評価
　千葉大学では 2004 年度末に西千葉キャンパスにおいて ISO14001 を取得し
て以降、全国・海外の大学から問い合わせや取り組み状況の視察の依頼を受け
ている。内容は、EMS 自体の構築・運用についてであったり、設備環境的な
図表8　千葉大学エネルギー消費量等実績　2004年度・2013年度比較（附属病院除く）
エネルギー資源消費量
エネルギー
（MJ）
原単位
（MJ/m2）
電気使用量
（kWh）
原単位
（kWh/m2） ガス（m
3） 原単位（m3/m2） A重油（ℓ）
原単位
（ℓ/m2）
2004 459,189,115 1309 36,215,323 103 1,769,241 5.04 353,965 1.01
2013 420,942,006 1136 34,245,482 92 1,920,252 5.18 17,600 0.05
差分 ▲ 38247109 ▲ 174 ▲ 1969841 ▲ 11 151,011 0.14 ▲ 336365 ▲ 0.96
水資源消費量 / 排出量
県水（m3） 原単位（ℓ/m2） 井水（m
3） 原単位（ℓ/m2） 下水（m
3） 原単位（ℓ/m2）
2004 152,586 0.44 282,534 0.81 392,273 1.12
2013 131,991 0.36 141,599 0.38 179,949 0.49
差分 ▲ 20595 ▲ 0 ▲ 140935 ▲ 0 ▲ 212324 ▲ 1
廃棄物排出量
一般廃棄物
（t）
原単位
（t/m2）
産業廃棄物
（t）
原単位
（t/m2）
2004 1564 0.004 424 0.001
2013 793 0.002 690 0.002
差分 ▲ 771 ▲ 0 267 0.001
（出典）　千葉大学施設環境部データより著者作成　※ 詳細は資料編②参照
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図表 9　千葉大学のエネルギーおよび水資源、廃棄物の総量と原単位
（出典）千葉大学施設環境部データより著者作成　※ 詳細は資料編②参照
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側面へのヒアリングであったり、学生委員会の取り組みであったり、様々であ
る。第三者からの評価として千葉大学はこれまでに様々な表彰やメディア取材
などが挙げられる。
①表彰
【2007 年度】
　・ 『第 6 回 日本環境経営大賞』の「環境経営部門：環境経営優秀賞」（主催：
日本環境経営大賞表彰委員会・三重県）
　・ 『第 11 回環境報告書賞・サステイナビリティ報告書賞』の「環境報告書賞：
公共部門賞」（主催：東洋経済新報社、グリーンリポーティングフォーラム）
　・ 『第 11 回環境コミュニケーション大賞』の「環境報告書部門：優秀賞（環
境配慮促進法特定事業者賞）」（主催：環境省・財団法人地球・人間環境フォー
ラム）
　・ 千葉市ごみ減量・再資源化優良事業者（主催：千葉市）
【2008 年度】
　・環境 goo 大賞 奨励賞（主催：NTT レゾナント（株））
　・ 『第 12 回環境報告書賞・サステイナビリティ報告書賞』の「環境報告書賞：
図表 10　西千葉キャンパスにおけるエネルギー消費量
（出典）2004 年度千葉大学 EMS 基礎研修資料
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公共部門賞」
　　（主催：東洋経済新報社、グリーンリポーティングフォーラム）
　・千葉県循環型社会形成推進功労者（主催：千葉県）
【2010 年度】
　・ 『第 9 回日本環境経営大賞』の「環境経営部門：最優秀賞「環境経営パー
ル大賞」」（主催：日本環境経営大賞表彰委員会・三重県）
【2011 年度】
　・ 『第 15 回環境報告書賞・サステイナビリティ報告書賞』の「環境報告書賞：
公共部門賞」
　　（主催：東洋経済新報社、グリーンリポーティングフォーラム）
②外部評価
　2014 年度には、文部科学省国立大学法人評価委員会が発表した「国立大学
法人等の平成 25 年度評価結果」において、「特筆される取組」として、千葉
大学の ISO50001 取得の取り組みが紹介された。
　以下引用9「教職員、学生が一体となって環境・エネルギーマネジメントに
取り組み環境・エネルギーマネジメントシステムの導入・推進を行った結果、
大学として全国初となるエネルギーマネジメントシステム（ISO50001）の認
証登録を取得している。（千葉大学）」
③メディア露出
　千葉大学の EMS に関しては取得に動き出した 2003 年より毎年のようにメ
ディアに複数回取り上げられており、これまでに 40 回ほど新聞記事等の露出
につながっている10。
　このように、第三者から様々な表彰を受けたことやメディアが注目してい
ること、2007 年に三重大学、2010 年に岩手大学が千葉大学方式を参考にして
9 文部科学省国立大学法人評価委員会
　http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/_icsFiles/afieldfile/ 
2014/10/31/1353232_1.pdf（2014 年 12 月 24 日）
10 詳細は資料編④参照
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EMS を構築運用し ISO14001 取得を実現させたことなどを踏まえると、千葉
大学の学生主体の EMS の対外的な影響力は評価に値すべきと考えられる。
　 3）学生への実務教育効果
　前述したように、千葉大学では学部 1 年～ 3 年までの 3 年間、学生委員会
で活動した学生に「千葉大学環境エネルギーマネジメント実務士（以下実務士）」
の資格が贈られる。この資格を持つ学生は 2005 年度から 2014 年度までの 10
年間で 323 名に上る。
　2014 年 7 月～ 9 月にかけて実務士の資格を持つ学生委員会 OBOG にアン
ケート調査11 を行い、112 名から回答を得た。「現在の職業」を聞いたところ、
約半数が企業の正社員と回答。4 人に 1 人にあたる 25％は公務員・教員であっ
た。5 人に 1 人にあたる 21％は大学院または大学生であった（実務士には学
部 4 年生も含むため）。そこで、学生を除く、現在社会人になっている実務士
85 名にさらにアンケートを行った。
　「社会人になりたての頃（1 ～ 2 年目）を思い出してください。学生時代に
環境 ISO 学生委員会で活動したことは、仕事をする上で役に立ちましたか？」
という問いには、8 割以上の卒業生が「役に立った」と回答した（「とても役
に立った」「少し役に立った」の合計）（図表 11参照）。
　さらに、「役に立った」と回答した 69 名に対し、「具体的にどのような経験
が役に立ちましたか？」と聞いたところ、約半数の人たちが、文書作成経験や、
教職員や外部の方（“大人”）との交流、組織や会議運営の経験が社会に出て役
に立ったと回答している（図表 12参照）。
　また、社会人に「今振り返ってみて、学生委員会の活動を熱心に行うことは、
どのような力が身につくきっかけになると思いますか？」と聞いたところ、半
数以上が「コミュニケーション能力」「目標を設定し、行動し、やりきる力」「チー
ムで活動する力」を挙げた（図表 13参照）。
11 「環境エネルギーマネジメント実務士」へのアンケート（2014 年 7 ～ 9 月実施）
n=112 アンケート項目は資料編⑤参照
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　以上の結果から、千葉大学の EMS に 3 年間主体的に関わって卒業した委
員会メンバーは、委員会活動の経験が社会に出て役に立ったと感じており、
EMS への参加が実務経験の場として良い影響があることがわかった。
　2014 年 12 月に実務士の資格認定を受け、学生委員会を引退したばかりの
学部 3 年生にアンケート調査12 を行ったところ、26 名から回答を得た。学生
委員会の活動について「いい経験になった（とてもなった＋ややなった）」と
12 現 3 年生の引退時アンケート（2014 年 12 月 26 日実施）n=26
　アンケート項目は資料編⑥参照
（出典）著者作成
図表 11　学生委員会の活動が仕事で役に立ったか
人数 ％
企画書や報告書、議事録などビジネス文書を作成した経験 37 54％
教職員や外部の企業や団体の方とやりとりした経験 36 52％
委員会や班といった組織の運営や、会議の仕切りをした経験 34 49％
総会での発表など、人前でプレゼンテーションした経験 23 33％
自分の担当を最後までやりきった経験 21 30％
イベントやプロジェクトなどを一から企画し、実行した経験 20 29％
その他 6 ９％
図表 12　具体的に役に立った経験
（出典）著者作成
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回答した人が 100％（26 名）、「自分自身が成長したと思う（とても思う＋や
や思う）」が 92％（24 名）、「社会に出ていく自信がついたと思う（とても思
う＋やや思う）」が 88％（23 名）、「やりがいを感じた（とても感じた＋やや
感じた）」が 85％（22 名）であった。「学生委員会の活動を通じて、知ったこと、
学んだこと、身についたことなど」（自由記入）については、「仕事の進め方」「社
会でのマナー」「班長として 1 年間 10 人近くの後輩をもつという経験を通じて、
人を動かすこと、そのためのインセンティブを与える能力が身についた」「メー
ルの送り方」「組織の一員として多くの人とのつながりや関わりの大切さを知っ
た」「人に見せること、伝えることの大変さや書類の重要性がよく見えた」「大
人との接し方」「企画をどのように進めていくか、発案から実行まで 1 年間四
苦八苦しながらも経験できた」「人前で話すことに対する慣れ」「会議の進め方」
「会計知識」「わかりやすい話し方」「組織で動くということの難しさ」「千葉大
学がどのように環境配慮をしているかということ」「個人個人の力が集まって
ISOの活動ができていること」「メンバーをどうまとめていくか」「コミュニケー
人数 ％
コミュニケーション能力 49 58％
目標を設定し、行動し、やりきる力 43 51％
チームで活動する力 43 51％
計画を立てる力 40 47％
他者を巻き込む力 40 47％
自ら動く力 37 44％
課題を発見する力 29 34％
ビジネスマナー 27 32％
組織マネジメント力 23 27％
新しいことを考える力 22 26％
リーダーシップ力 16 19％
その他 1 1％
図表 13　学生委員会の活動で身につく力
（出典）著者作成
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ション能力」「大きな団体を動かす難しさ」「Word、Excel の使い方」「企画書
と報告書の書き方」「締切に間に合わせる力」といった回答があった。
　以上の結果から、まだ社会には出ていない学生ではあるが、学生委員会の活
動を通じて、仕事に必要な知識や技術を学び、様々な気づきを得て、成長やや
りがいを感じることができていることがわかった。
4 ．まとめ
　これまで述べてきたように、千葉大学では学生主体の EMS の構築・運用に
より、ISO14001、ISO50001 の取得を通じて、エネルギーや廃棄物の削減だ
けでなく、大学の対外的評価を上げるとともに、学生の実務教育効果を生み
出してきた。学生が EMS の運用に携わることのメリットについて、河上ほか
（2009）13 は「学生にとっては、EMS の運用を実際に行うことによって、EMS
運用に係る知識・技術を獲得できるだけでなく、行動力を高めることができる。
教職員にとっては、学生が EMS の運用に参加することにより、教職員のみで
EMS の運用を行っている大学と比べ、教職員の仕事の負担軽減が期待される。
その結果、本来業務や地域貢献活動などに力を注ぐことが可能となる。大学に
とっては、学生組織が積極的に EMS を運用することや、そこから派生して地
域貢献活動を行うことなどにより、特色ある大学づくりとしての PR につなが
る。」としており、学生・教職員・大学の三者にとってメリットがあると述べ
ている。千葉大学は、まさに学生主体で EMS を運用することで、学生自身が
様々な行動や経験を通じて、知識や技術を得たと実感しており、また、教職員
からの大きな反発なく 10 年間継続することができている。
　さらに河上ほか（2009）は、「学生が組織化されているということは、活動
の継続性が高められるということでもある」とし、学生の個人の力量が影響す
13 河上博輝、山口龍虎、長岡諭志、後藤大太郎、中村修（2009）「大学における学生
参加型の環境マネジメントシステムに関する研究：特色ある大学教育支援プログラ
ムの事例から」『地域環境研究』環境教育研究マネジメントセンター年報 1、69 ペー
ジ
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る単独参加ではない、組織化が継続の秘訣であるとしている。ただし、「学生
を組織化することだけでは継続性が十分担保されるわけではない。学生の組織
への参加、活動の活性化を促進するためには、学生に何らかのメリットを提供
することも必要である。」と言及しており、この点についても千葉大学では単
位化と資格認定制度でメリットを担保している。
　千葉大学では、これまで述べたように、ISO を大学の本業であるカリキュラ
ムに取り込み、EMS を「学生の実務教育の場」として、徹底して学生主体を
実現している。OBOG の実務士や引退直後の学部 3 年生へのアンケート結果
からもわかるように、大学の EMS に学生が主体的に参加することは、学生の
実務経験の場として有意義であるといえると思う。また、年次によって役割を
変えることで、中心となる学生は毎年変わっていく。これは、常に新たな気持
ちで EMS に取り組む人材がいるという、教職員主体の EMS にはない特性で
ある。学生が代々変わっていくことは、毎年異なる学生に環境教育と実務経験
の場を与えることができると同時に、大学の EMS の継続およびモチベーショ
ン維持につなげることができるのである。
　一方で、毎年学生が変わることや、学生主体であるからこその課題はある。
例えば、EMS の質の担保、学生の活動のマンネリ化である。これらについては、
学生の中での引継ぎを確実に行うことや、仕事をする上での常識やスキルを学
ぶ場を設けること、常に新しい企画を生み出す思考と土壌を提供することなど、
教職員がサポートするべきことがある。
　様々な課題が伴う取組みではあるものの、押谷・篠塚（2005）14が、「社会か
らはこのようなマネジメントシステムに対応できる人材が求められており，大
学が ISO14001 に基づいた環境マネジメントシステムを構築することにより，
学生がより実践的なかたちで経営マネジメントシステムを学ぶ機会をつくるこ
とが，こうした社会の要請にこたえることになるのではないだろうか。」と述
べているように、学生の実務教育の場は大学にとっても必要な場となっている。
14 押谷一、篠塚正一（2005）「大学における ISO14001 取得の現状と課題」『酪農学
園大学紀要』第 29 巻第 2 号、114 ページ
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今後は、学生主体の EMS の効果と課題を踏まえ、学生主体の EMS をどこの
大学でも実現することができるように、これらの仕組みを取り入れたプログラ
ムを考えていきたいと思う。
（参考文献）
押谷一、篠塚正一（2005）「大学における ISO14001 取得の現状と課題」『酪農学園
大学紀要』29 ⑵ : 141-151
河上博輝、 山口龍虎、 長岡諭志、 後藤大太郎、 中村修（2009）「大学における学生参加
型の環境マネジメントシステムに関する研究 : 特色ある大学教育支援プログラムの
事例から」『地域環境研究』環境教育研究マネジメントセンター年報 1: 65-70
千葉大学学部入試課「千葉大学案内 2014―2015」
千葉大学環境 ISO 事務局（2009）『千葉大学方式 2002―2008　学生主体の環境マネ
ジメントシステムその構築と運用』
千葉大学施設環境部（環境 ISO 事務局）（2005）『千葉大学環境報告書 2004』
――――（2006）『千葉大学環境報告書 2005』
――――（2007）『千葉大学環境報告書 2007』
――――（2008）『千葉大学環境報告書 2008』
――――（2009）『千葉大学環境報告書 2009』
――――（2010）『千葉大学環境報告書 2010』
――――（2011）『千葉大学環境報告書 2011』
――――（2012）『千葉大学環境報告書 2012』
――――（2013）『千葉大学環境報告書 2013』
――――（2014）『千葉大学環境報告書 2014』
千葉大学環境 ISO 事務局
　http://kankyo-iso.chiba-u.jp/press/031027_kickoff.html（2014 年 12 月 24 日）
文部科学省国立大学法人評価委員会
　http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/detail/_icsFiles/afieldfile/2014 
/10/31/1353232_1.pdf（2014 年 12 月 24 日）
223
千葉大学　公共研究　第 11 巻第１号（2015 年３月）
（資料編）
① 環境マネジメントシステム実習Ⅰ初回アンケート（2014 年 4 月 22 日実施）項目
Q1．千葉大学環境 ISO 学生委員会のことはいつ知りましたか？
　　a. 高校 2 年までの間　b. 高校 3 年　c. 合格後　d. 入学後
Q2 ．なぜ入ろうと思ったのですか？　該当するものに、すべて○をつけてください。
　　 a. 環境問題に興味があった　b. 実務能力を身につけたかった　c. 友達を増やし
たかった　d. NPO に興味があった　e. 実務士の資格をとりたかった　f. 就活に
使えると思った　g. 単位になるから　h. その他（　　　　　　）
Q3 ．環境マネジメントシステム実習は現時点でどこまで履修したいと考えています
か？
　　 a. 実習Ⅰのみ　b. 実習Ⅱ（2 年次）まで　c. 実務士の資格取得（3 年次）まで　
d. わからない
Q4 ．学生委員会でとくに経験したいことややりたいことがあれば、具体的に記入し
てください。
Q5．聞いたことのある環境問題に、すべて○をつけてください。
　　 a. 地球温暖化　b. 酸性雨　c. 砂漠化　d. 森林破壊　e. オゾン層破壊　f. 有害廃
棄物の越境移動　g. 海洋汚染　h. 生物多様性の減少　i. 環境ホルモン　j. 大気汚
染　k. 水質汚濁　l. 土壌汚染　m. 地盤沈下　n. 騒音・悪臭・振動　o. 特になし
Q6 ．あなたが大学で取り組むべきだと思う環境負荷と環境対策に、すべて○をつけ
てください。
　　 a. 電気の消費　b. 水の消費　c. 廃棄物の排出　d. 紙の消費　e. 緑化　f. 自転車
環境　g. 喫煙環境　h. 環境教育　i. 化学物質の消費　
　　j. その他（ ）
Q7 ．次の再生可能エネルギーのうち、知っているものにすべて○をつけてください。
　　 a. 太陽光　b. 太陽熱　c. 水力　d. 風力　e. 地熱　f. 波力　g. 潮力　h. 温度差　
i. バイオマス
Q8．大学を卒業後について、現時点での希望をお聞かせください。
　　 a. 民間企業へ就職　b. 公務員（教員除く）　c. 教員（小中高）　d. 大学院へ進学
　e. NPO・NGO　f. 起業　g. その他（ ）　 
h. わからない
Q9．将来の夢、就きたい職業などが具体的にある方はお書きください。
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③千葉大学の構成員数推移（附属病院含む）
年度 西千葉地区 亥鼻地区 松戸地区 柏の葉地区 全体
2005 12,983 3,480 1,102 35 17,600 
2006 13,472 3,230 1,072 17 17,791 
2007 13,261 3,274 1,207 35 17,777 
2008 13,045 3,402 1,338 42 17,827 
2009 13,004 3,436 1,366 40 17,846 
2010 13,121 3,341 1,406 37 17,905 
2011 13,062 3,521 1,448 35 18,066 
2012 12,476 4,076 1,424 35 18,011 
2013 12,327 4,174 1,380 31 17,912 
（出典）千葉大学環境報告書より著者作成
②千葉大学の光熱水量、廃棄物排出量、床面積推移（附属病院除く）
年度 床面積
エネルギー
（MJ）
原単位
（MJ/m2）
電気使用量
（kWh）
原単位
（kWh/m2）
ガス
（m3）
原単位
（m3/m2）
Ａ重油
（ℓ）
原単位
（ℓ/m2）
2004 350,716 459,189,115 1,309 36,215,323 103 1,769,241 5.04 353,965 1.01
2005 350,893 433,052,951 1,234 35,333,204 101 1,662,347 4.74 114,132 0.33
2006 350,980 416,901,415 1,188 34,371,828 98 1,567,602 4.47 93,918 0.27
2007 351,225 420,107,066 1,196 34,952,137 100 1,711,497 4.87 51,631 0.15
2008 352,242 419,154,796 1,190 35,389,961 100 1,637,620 4.65 41,947 0.12
2009 351,606 419,152,973 1,192 35,531,091 101 1,611,114 4.58 43,468 0.12
2010 351,606 437,778,133 1,245 36,361,820 103 1,872,178 5.32 11,380 0.03
2011 364,544 392,468,656 1,077 32,735,219 90 1,627,858 4.47 22,450 0.06
2012 371,616 414,315,032 1,115 34,241,309 92 1,776,520 4.78 14,700 0.04
2013 370,637 420,942,006 1,136 34,245,482 92 1,920,252 5.18 17,600 0.05
年度
県水
（m3）
原単位
（m3/m2）
井水
（m3）
原単位
（m3/m2）
下水
（m3）
原単位
（m3/m2）
一般廃棄物
（t）
原単位
（t/m2）
産業廃棄物
（t）
原単位
（t/m2）
2004 152,586 0.44 282,534 0.81 392,273 1.12 1,564 0.004 424 0.001
2005 148,516 0.42 222,297 0.63 336,193 0.96 1,425 0.004 439 0.001
2006 136,340 0.39 192,799 0.55 291,137 0.83 1,310 0.004 395 0.001
2007 134,504 0.38 186,186 0.53 223,921 0.64 1,144 0.003 521 0.001
2008 129,528 0.37 180,724 0.51 229,588 0.65 1,142 0.003 471 0.001
2009 129,243 0.37 165,204 0.47 197,346 0.56 902 0.003 430 0.001
2010 142,609 0.41 167,144 0.48 190,913 0.54 729 0.002 327 0.001
2011 134,884 0.37 155,259 0.43 204,412 0.56 838 0.002 375 0.001
2012 132,299 0.36 140,042 0.38 166,506 0.45 748 0.002 487 0.001
2013 131,991 0.36 141,599 0.38 179,949 0.49 793 0.002 690 0.002
（出典）千葉大学施設環境部データより著者作成
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④千葉大学 EMS に関する新聞等の露出一覧
2003 10/25 朝日新聞 千葉大　学生中心に ISO14001 取得へ　光熱費浮かし「研究費に」
10/25 千葉日報 学生が積極参画　千葉大、環境 ISO 取得へ
2004 11/04 朝日新聞 学内放置自転車、「再転車」で活躍（＠キャンパス）
2005 01/29 読売新聞 学生主導で「ISO14001」取得　千葉大西千葉キャンパス
01/28 朝日新聞 千葉大西千葉に ISO 認証　学生ら企画・申請
05/20 朝日新聞 （大学発）千葉大　環境報告書、学生が主体
2006 01/14 読売新聞 環境管理国際規格、千葉大が認証取得　省エネなど評価
05/09 朝日新聞 ゴミ減量へレジ袋有料化　環境教育、学生ら実践　千葉大生キャンパス「改革」
11/11 読売新聞 環境 ISO 学生委員会「環境 ISO 取得」　運営は学生に任せ、就活にも奏功
2007 10/09 千葉日報 ボランティアにやりがい　千葉大学　環境 ISO 学生委員長　千葉市稲毛区　
赤石澤　みさとさん（20）
2008 01/29 東京新聞 「レジ袋削減検討会議」初会合。会長の倉阪秀史准教授「高い目標を揚げて、
県全体でできる取り組みを考えたい」
02/28 読売新聞 ［エコの潮流］再利用してますか（7）堆肥化、2 つの取り組み　主役はミミ
ズと落ち葉
03/12 日本経済新聞 千葉大、二酸化炭素の排出量削減を強化。地域に環境保護をアピール
07/01 千葉日報 環境 ISO 学生委員会主催で、省エネイベント始まる。1 日、ルー大柴さん講
演
08/17 千葉日報 千葉大環境 ISO 学生委員会、楽しみながら前向きに環境の改善を図っている
2009 01/20 読売新聞 ［大学を歩く］千葉大　赤字線再生、地道に熱く
04/15 千葉日報 対外的な活動拡充へ　環境 ISO 学生委員会 NPO 法人格取得
08/19 日本経済新聞 2008 年度　キャンパスから排出された CO2 は前年 11.6％減
08/22 読売新聞 環境報告書　学生主体で環境国際基準規格「ISO14001」を取得した環境ISO 学生委員会が原案を作成
2010 01/17 読売新聞 千葉大生がマイはし販売　割りばしストップ続編
06/30 千葉日報 千葉大 ISO 学生委員会［植樹を通して行う「緑のバトン」］
12/21 千葉日報 千葉大学環境 ISO 学生委員会「環境ラベル」についての出前授業
2011 01/22 千葉日報 千葉大学環境 ISO 学生委員会「環境配慮型製品のサンプルを西千葉キャン
パスで配布」
02/07 コアラテレビ
（デイリーニュース）
千葉大学環境 ISO 学生委員会「地球温暖化フォーラム in まつど」学生の取
り組みを発表
02/21 東京新聞 千葉大学環境 ISO 学生委員会「ヤングフェスティバル」にて環境紙芝居を
上演
02/28 コアラテレビ
（デイリーニュース）
千葉大学環境 ISO 学生委員会　緑豊かな街を目指して、地域住民へ向けた
花の無料配布
06/18 読売新聞 千葉大節電イベント　講演会やパネル展
06/21 千葉日報 千葉大学環境 ISO 学生委員会が「節電イベント」開催
10/14 千葉日報 放置自転車を被災地に　14 日搬送、市民から募集も　千葉大生ら復興支援で
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2012 01/12 読売新聞 「千葉大」（冬の節電アイデアコンテスト開催）
02/03 千葉日報 千葉大環境報告書が公共部門賞 3 回目の受賞
06/09 千葉日報 JR が駐輪場整備　市と千葉大も対策連携　西千葉駅の放置自転車
06/28 千葉日報 学生出資で太陽光発電 温暖化行動計画を発表 千葉大環境 ISO 学生委　
08/22 千葉日報 課題ぶつけ合い活動の方向探る 千葉大で全国環境 ISO 学生大会
08/28 千葉日報 壮観、40 メートルの “緑のカーテン” 千葉大環境 ISO 学生委員会
10/13 千葉日報 千葉大生らが環境企業　自然エネルギー活用目指す
10/17 読売新聞 教員と学生環境ビジネス　千葉大　株式会社を設立　太陽光発電支援など
2013 01/04 朝日新聞 千葉大ベンチャー　大震災契機　自治体も顧客　若い力太陽光発電プッシュ
05/17 産経新聞 千葉大生が教える “エコ授業”
05/21 千葉日報 サイクルシェアを導入　放置自転車減へ実証実験　千葉大学
05/23 産経新聞 千葉大学　自転車シェアリングシステム「COGOO」導入
05/26 朝日新聞 自転車シェアで減らせ学内放置　千葉大・西千葉キャンパス、解消へ導入
06/25 千葉日報 省エネ目指しイベント　ソーラーパネルなど紹介　千葉大環境 ISO 学生委
06/25 日本経済新聞 学内省エネで連携　千葉大と東大工学部　システム構築　国際認証取得へ
07/02 千葉日報 大学生が環境授業 児童対象に標準化教室 千葉大環境 ISO 学生委
07/24 日本経済新聞 千葉大学や横浜国立大学は、「シェアサイクル」を導入し、人気を博している。
自転車の構内増加への対策。
2014 02/15 千葉日報 ごみ減量目指し発進　行政と連携し啓発行う　神田外大・敬愛大・千葉大「ち
ばくりん」発足会議
02/22 朝日新聞 ごみ減 3 大学団結　ボランティア団体発足
05/29 読売新聞 ごみ削減へサミット　千葉大生らあす開催
05/30 千葉日報 市民の意識高揚狙い　個人、学生主体で開催　きょう、ごみゼロサミット
06/23 千葉テレビ
（NEWS チバ） 環境にやさしい生活を
06/26 日刊自動車新聞 千葉大で次世代自動車 PR　省エネ省資源イベントに参加
06/27 千葉日報 構内で自転車シェア　過剰回避へ学生も促進　環境に優しいキャンパス作りISO50001 認証取得
07/01 朝日新聞 花咲かせ住民励ます　被災地支援　交流通し成長期待
10/07 朝日新聞 「マイボトル」持参でゴミ削減効果いかに　千葉大の学生ら、実証実験へ
10/09 千葉テレビ
（NEWS チバ） “使い捨て飲料容器” 削減めざして
10/25 千葉日報 マイボトルで容器削減　2 団体がエコ実験検証中
11/05 朝日新聞 （レッツ eco 活）マイボトル、財布も喜ぶ　値引き店舗増加、継続が課題
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⑤ 「環境エネルギーマネジメント実務士」へのアンケート（2014 年 7 ～ 9 月実施）
項目
Q. 現在のご職業を教えてください。
　　選択肢： 会社員（正社員）／会社員（契約社員・派遣社員）／公務員（教員除く）
／教員／ NPO・NGO ／自営業・自由業／主婦・主夫／アルバイト・パー
ト／学生・大学院生／その他 
Q. 現在、社会人何年目ですか？
Q. 社会人になりたての頃（1 ～ 2 年目）を思い出してください。 
　学生時代に環境 ISO 学生委員会で活動したことは、仕事をする上で役に立ちまし
たか？
　　選択肢： とても役に立った／少し役に立った／あまり役に立たなかった／全然
役に立たなかった 
Q.（前問で「とても役に立った」「少し役に立った」と答えた方） 
　具体的にどのような経験が役に立ちましたか？あてはまるものすべて選択してく
ださい。
　　選択肢： 教職員や外部の企業や団体の方とやりとりした経験／企画書や報告書、
議事録などビジネス文書を作成した経験／委員会や班といった組織の
運営や、会議の仕切りをした経験／総会での発表など、人前でプレゼ
ンテーションした経験／イベントやプロジェクトなどを一から企画し、
実行した経験／自分の担当を最後までやりきった経験／その他
Q. 今振り返ってみて、学生委員会の活動を熱心に行うことは、どのような力が身に
つくきっかけになると思いますか？あてはまるものすべて選択してください。
　　選択肢： 課題を発見する力／計画を立てる力／新しいことを考える力／他者を
巻き込む力／目標を設定し、行動し、やりきる力／自ら動く力／コミュ
ニケーション能力／チームで活動する力／ビジネスマナー／リーダー
シップ力／組織マネジメント力／その他
⑥現 3 年生の引退時アンケート（2014 年 12 月 26 日実施）項目
1 ．あなたは ISO にいた 3 年間でどのような活動を行ってきましたか？（班名、役職名、
活動内容など）
　　1 年生（　　　　　）2 年生（　　　　　　）3 年生（　　　　　　）
2 ．学生委員会での活動を振り返って、楽しかったこと、やってよかったことは何で
すか
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3 ．学生委員会での活動を通じて、知ったこと、学んだこと、身についたことなどを
教えてください
4 ．やり残したこと、1 年前に戻れるならやりたいこと、後輩たちに託したいことが
あればお書きください。
5 ．あなたが思う、学生委員会の良いところ、好きなところは何ですか？あればお書
きください。
6 ．今後の進路を考える上で、学生委員会の活動は影響しましたか？あてはまるもの
に○をつけてください。
　　 かなり影響した／少し影響した／あまり影響しなかった／全然影響しなかった
／わからない
―「かなり影響した」「少し影響した」と回答された方、具体的にどんなことが影響
しましたか？
7．学生委員会での活動について、あてはまる気持ちに○をつけてください。
　　① とても楽しかった／やや楽しかった／どちらともいえない／あまり楽しくな
かった／全く楽しくなかった
　　② とても辛かった／やや辛かった／どちらともいえない／あまり辛くはなかっ
た／全く辛くなかった
　　③ とてもやりがいを感じた／やややりがいを感じた／どちらともいえない／あ
まりやりがいを感じなかった／全くやりがいを感じなかった
　　④ とてもいい経験になった／ややいい経験になった／どちらともいえない／あ
まりいい経験になったとは思わない／全くいい経験になったとは思わない
　　⑤ 自分自身がとても成長したと思う／やや成長したと思う／どちらともいえな
い／あまり成長したとは思わない／全く成長したとは思わない
　　⑥ 社会に出ていく自信がついたととても思う／やや思う／どちらともいえない
／あまり思わない／全く思わない
　　⑦ 学生委員会に入ってよかったととても思う／やや思う／どちらともいえない
／あまり思わない／全く思わない
 （おかやま ･ さきこ）
 （2015 年 2 月 2 日受理）
※ 本稿は地球環境福祉研究センターの「研究プロジェクト３　環境マネジメ
ントシステムの公共的研究」に関わる研究成果である。（公共研究編集委員会）
